
令和 2年度北新ネット活動報告書

月  日 内 容

R2年
9月 12日

10月 24日

11月 14日

1月 16日

2月 13日

R3年
2月 1日

2月 2日

議員のための「問題の発見と解決の方法」

場所 :盛岡市 着手県民情報交流センター (アイーナ)

岩手県立大学 特任教授 斎藤俊明氏

第 3回問題の発見と解決 (3)

人口減少社会の到来について考えてみよう

第 4回 政策の分析・検討 (1) 事例 A(1)

第 5回 政策の分析・検討 (2) 事例 A(2)

第 6回 政策の分析 。検討 (3) 事例 B(1)

第 7回 政策の分析・検討 (4) 事例 B(2)

議員の学校 (オンラインZ∞m)

主催 :NPO法人 多摩住民自治研究所

財政講座① 自治体の歳入

財政講座② 白治体の歳出と財政指標

講師 森 裕之氏 (立命館大学教授)

財政講座③ コロナ禍の中の来年度予算と自治体財政の課題

講師 森 裕之 (立命館大学)

特別企画① 市民が否定した「大阪都構想」と自治体の将来

特別企画②  「自助・共助・公助」路線と地方自治体の政策
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2020 議員のための「問題の発見と解決」講座

開講案内

■講座開講の趣旨

地方議会のあり方をめぐる議論は、議会基本条例の制定数が地方議会の半数にのぼ

る現段階において、議論は、議会改革の実質を問う段階に入ったといえます。

議会改革の実質を問うにあたって、また地方自治体がかかえる諸問題を考えるにあ

たって問われているのは、議会及び議員の質を保証する議会力、議員力です。

そこで、岩手県立大学地域政策研究センター・公共政策研究所が主宰する「議会改

革研究会」では、基礎的、専門的知識と技能の修得によって議会力、議員力を強化す

るための講座、 (議員のための「問題の発見と解決」講座)を 開設します。

■講座の目的

〈議員のための「問題の発見と解決」講座)の 目的は、地方自治体がかかえる諸間

題について考えるにあたって必要とされる問題発見力と問題解決力に関する基礎的、

専門的知識と技能の修得にあります。

.講座は、政策過程モデルと総合計画のロジックモデルにもとづいて行いますが、内

容的には、地方 自治体がかかえている具体的な課題を取りあげ、理論と実践を同時に

学ぶことによって、、議会及び議員活動に必要な知識と技能の修得をめざします。

■講座の計画

第 1回 問題の発見と:解決 (1)
‐
亀 :11::

1 問題と幣何か
2 問題の発見と解決のための思考方法

第 2回  問題の発見と解決 (2)

3 問題の発見と解決のためのアプローチ

4 問題の発見 と解決のプロセス

第 3回  1問題の発見と解決 (3)

5 演習一人口減少社会の到来について考えてみよう

第 4回 政策の分析・検討 (1)一 事例A(1)     _
第 5回 政策の分析・検討 (2)一 事例A(2)

第 6回 政策の分析・検討 (3)二 事例 B(1)

第 7回 政策の分析 。検討 (4)一 事例 B(2)

第 8回 未定

第 9回 未定

第 10回 未定
｀

■テキスト

教科書のようなテキス トは使用 しませんが、資料を組み込んだレジュメと補助資料

を用います。
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■講座の形式

講義が中心にな りますが、当該テーマについての理論的、実践的視点か らの質疑応

答、議論によって行 います。また、必要に応 じて、ワークショップを行います。

■参加方法

講座の内容におうじて興味のあるテーマを自由に選択

* 参加の場合は、 3日 前までに、メールで連絡をお願いいたします。

■受講料

資料代 500円

第 1回  7月 215日         第・6回  1月 16日
第 2回   8月  8日          第 7回   2月 13日
第3回  9月 12日 0         第8回  未定
第 4回  10月 24日 o         第 9回  未定

第 5回  11月 14日 θ         第 10回 未定

* 開催 日は、会場の都合により、月によって、第 2土曜 日、第 3土曜 日、第

4土曜 日と異な りますので注意 してください。    |

■場所

岩手県民情報交流センダー (アイーナ)、 7F 岩手県立大学アイーナキャンパス
* 開催場所は、学習室 2が基本ですが、月によって異なりますので注意 して

ください。会場については、当日、掲示をします。

■講座担当者
―
岩手県立大学 研究・地域連携本部 特任教授 齋藤俊明

* 必要におうじて学内外か ら講師を招聘

■主催

岩手県立大学地域政策研究センター・公共政策研究所 議会改革研究会

■問い合わせ

ヽ
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■実施 日

毎月 1回、土曜 日、 13:00～ 14:30、  14:40～ 16:10 2コ マ ｔ
ヽ
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岩手県立大学
｀
研究・地域連携本部 齋藤俊明

電話  019-694-2758   shunmeiOiwate― pu.ac‐ jp
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路線と地方自治体の政策
(‐「議員の学校」学校長、多摩住民自治研究所理事 )

民によって再び否決

みれば奇跡的なことでした。この「大阪都構想」を挫折へと追い込
(

中でつくりあげていったことでした。これは新自

に他なりません。

いて、自らが関わってきた経験を踏まえながらお話し

■|=■

|ます。しかし「個人的旅行」を助ける「GoTo」へは1兆6,794億 円

1下で「75歳以上の高齢者医療費負担率の倍化」が検討され、生活

世帯は全国的に増大し続けてきました。地方自治体、特に

人の生活を守ることです。菅政権のブレーンの発言も含め、「自

■
■
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|ヽこれからの地方自治体の政策をその現場から展望します。
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(表示価格はすべて消費税込)

・・・・・・・・・・・・・・・1・・・・・25,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26,000円
・・=・・・・・・・・・・・・・・・・・・23,000円

:.:=∴ ..:..1...… ................,9000F可
.._   ・      ~~,∨ VV…

|を お支払いいただきます。)

1■福島県の方………10,000円

ください。

等をお送 りします。

のヽ方は正確にご記入ください)

| |  | | | |
|     |_     |     |     |     |

」 」 」 」 」 」

講義2

□ 希望しない

民 (議員以外 )

講義 3
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視 察 研 修 等 報 告 書

イ fi'

メ平成 1年 : 月/, 日

北上市議会 (会派)′し′摯ηネツト

代表 Tで孝凝脅鴇

北上市議会議長 様

次の 視察  ・ について結果を報告します。

[内 容及び所感]

研修

期間 (期 日) 、、十年2月 プ日(1)から I_ 月 2日 (`.)まで

視察先
視察内容

または

研修事項
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